
台湾レポート｜2025-09-12 

台湾の製材品の輸出入量と平均価格 

～過去 5 年間の税関統計に基づく製材品の輸出入量～ 

過去 5年間の税関統計に基づく製材品の輸出入量は以下の通り。但し、2025 年の公式データは 1

月から 7月までのみ。 

● 製材品輸入量 

2025 年（1-7 月）製材品輸入量は 641,748 ㎥、平均輸入価格は 269 米ドル/m³。2024 年は 1,078,224

㎥、平均輸入価格は 277 米ドル/m³。2023 年は 1,137,418 ㎥、平均輸入価格は 299 米ドル/m³、2022

年は 1,247,173 ㎥、平均輸入価格は 376 米ドル/m³、2021 年は 1,374,291 ㎥、平均輸入価格は 359

米ドル/m³。5 年間の総輸入量は 6,686,588 ㎥であった。 

2021 年から 2025 年 1 月～7 月の輸入統計データ（表６）に基づき、総輸入材積量で順位付けす

ると、主要な製材品輸入元はカナダ、ドイツ、ニュージーランド、オーストラリア、マレーシア、

スウェーデン、ブラジルなどの順となる。このうちカナダが最大の輸入元で、シェアは 28.36％と

最も高く、平均輸入価格は 252 米ドル/m³となっている。針葉樹製材品が最も多く、樹種はモミ類、

ツガ類、SPF 材の順である。第 2位はドイツで、シェア 12.68％、平均輸入価格は 261 米ドル/m³と

なっている。トウヒ製材品が最も多く、次いでモミ類、マツ類、SPF の順となっている。第 3 位は

ニュージーランドで 7.59%を占め、主としてラジアータパイン製材品であり、平均輸入価格は 322

米ドル/m³となっている。オーストラリアは第 4 位で 5.22%を占め、平均輸入価格は 238 米ドル/m³

であった。 

● 製材品輸出量 

表 7 によると、2025 年（1-5 月）の製材品輸出量は 2,437 ㎥、平均輸出価格は 1,540 米ドル/m³

であった。2024 年の輸出量は 9,828 ㎥、平均輸出価格は 1,265 米ドル/m³。2023 年の輸出量は 7,708

㎥、平均輸出価格は 1,120 米ドル/m³ 。2022 年の輸出量は 8,106 ㎥、平均輸出価格は 1,345 米ドル

/m³。2021 年の輸出量は 7,796 ㎥、平均輸出価格は 1,475 米ドル/m³。5 年間の総輸出量は 50,413 ㎥

であった。 

主要輸出先は順に中国、日本、ベトナム、イタリア、インドネシアなどである。具体的な輸出割

合及び総額は以下のとおりである。対中国が最も多く50.24%を占め平均輸出価格は793米ドル/m³、

対日本は 22.15%を占め平均輸出価格は 1,585 米ドル/m³、対ベトナムは 6.92％を占め平均輸出価格

は 501 米ドル/m³、対イタリアは 1.08％を占め平均輸出価格 6,696 米ドル/m³、対インドネシアは

6.06％を占め平均輸出価格 1,487 米ドル/m³であった。輸出した主要針葉樹製材品はマツ類、モミ

類、ヒノキ、広葉樹製材品はラワン類、チーク、オーク類、マホガニーとなっている。 
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表 6 2020 年から 2025 年 7 月までの製材品輸入統計(速報値) 

 

 

 

 

 

 

 

 

量：m³ ，単価：US$/m³ 

 

表 7 2020 年から 2025 年 7 月までの製材品輸出統計(速報値) 

 

 

 

 

 

 

 


